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2021 年の調査に参加 ・ 協力いただいた皆さんの声 〔□：年は豊作傾向でした
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，, スダジイタマバエは、スダジイのドン
グリになる部分（雌花序）に虫瘤（こぶ）

，＇ を形成し、種子生産を妨げます。伊豆諸

けけげ母1-,「けけげ
， このモニタリングにおいては、どんぐり

に限った豊凶調査ではあるものの、調査を
＇通し、スダジイの森林生態系に占める重要
，＇ な立ち位置を感じたり、その他樫類との結

実差による野生への影響を感じたりと、年
，
＇

島南部では、この昆虫が多発生している
影蘊で、過去20年近くスダシイの凶作が
続いています。2020年度のとんぐり豊 l‘
凶モニタリング調査で、沖縄島から約40
年ぶりに本種が確認されました。奄美大
島や徳之島では未発見で、本調査を通じ
て中琉球におけるこの昆虫の分布や生息
密度の解明が期待されます。

ことに変化する実りと生き物の関わりを紐
解いていくような体験がこの調査にはあり
ます。南西諸島においては、島ことで樹種
に偏りがあるため、島ことの固有性に富ん
だ生態系を育む実りを産む植生ことに豊凶
を調査するのも面白そうだと考えるように
なりました。

小学生を対象に、豊凶モニタリング
調査の実際のやり方を指導する出前
授業の様子。（徳之島虹の会）

佐賀大学農学部 徳田誠
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中硫球の島閃におけるどんぐり豊凶の現

状が調べられたことに加え、どんぐりと動
物の関係性が見えてきたことは、大きな成
果だったと感じています。今後は、奄美大
島でも子どもたちが開査体験できる取組を
進めていきたいと考えています。島の自然
を肌で感じ、双眼鏡を覗いてどんぐりを探
し、その結果を調査ジ ー トに記入する、と
いう作業が、子どもにとっては新鮮なこと
です。この関査を経験して、生物学を志す
子どもが誕生することを願って！

NPO法人徳之島虹の会 美延優志
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私はこれまでドングリの実が木に生って

いる状態を意識して見たことがなかったの
，で、双眼鏡でドングリを探す作業に少し戸
＇， 惑いましたが、数取器を持って数える調蒼

方法は慣れてくると楽しく感じました。調
蒼中は虫こぶと見間違わないように集中し
ました。ドングリの豊凶が奄美大島と徳之
島、そして沖縄島北部と同調がみられるこ
と、動物の個1本数の増減と関係しているこ
と等を知り、とても興味がわきました。

奄美市立奄美博物館 平城達哉
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調蒼を続けることで更に新しい発見があ
ると思います。

、よ｛四県立 辺土名高校環境科
沖縄島北部名護岳展望台での調査
の様子（辺土名高校）
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近年、沖縄にとんぐりの木があることを知っている人か
増えてきました。しかし、そのとんぐりの木についてまだ
まだ知らないことが多いと思います。

学校等で、このパンフレットを利用しとんぐりの特徴を
覚えましょう。とんぐりの木を通して、面白い生き物がた
くさん発見できるはすです。そして、とんぐりの魅力に気
がついてもら えると嬉しいです。この事を通して私達も生
き物たちに生かされていることに気がつきます。

さあ、パンフレットを手に持って植物観察に出かけまし
ょう！

沖縄キリスト教短期大学 照屋建太
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奄美の多くの生き物たちにとって生きて
いくための糧となっているドングリ。その
豊凶の変化を調べることは、生態系への影
響を知り総体的な保全につながっていくこ
とになると思います。調査を通じてたくさ
んの人閃に興味を持っていただけることを
期待しています。

. NPO法人奄美野鳥の会 永井弓子

あなた

に標本木を設定

どんぐりを調I\•

ませんか？
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